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写真-1 コース上から⾒た Womanʼs Bridge 

3rd Youth Olympic Games Buenos Aires 2018 参加報告書     
国際審判員（愛知県ボート協会所属）⽥畑 喜彦 

 
 10 ⽉ 7 ⽇から 10 ⽇、アルゼンチン・ブエノスアイレスで市内中⼼部にある URBAN PARK 

Puerto Madero(Dock 3)を会場に 3rd Youth Olympic Games Buenos Aires 2018 が開催され、審判員
として参加する機会をいただきました。ここに関係者各位に感謝申し上げ、ご報告させてい
ただきます 

1. ⼤会概要 
① 今⼤会は 15 歳から 18 歳の選⼿を対象として IOC 主催により開催される⼤会で、夏の⼤会

としては 2010 年シンガポール、2014 年南京に次いで第 3 回⼤会として開催された。 

② 開催種⽬は 32、ボートは参加選⼿男⼥各 48 名（男⼥シングルスカル各 24 艇、ダブルス
カル 12 艇）により開催され、⽇本からは男⼦シングルスカルに滋賀県⽴瀬⽥⼯業⾼校の
島⽥隼輔選⼿が参加した。 

③ ⼤会会場は市内中⼼部の旧運河コースを利
⽤したものであり、コースは 4 レーン 500m

のスプリント⽤のコースであった。両岸には
オフィスやレストランが建ち並び、地元アル
ゼンチン選⼿が出場するレースでは両岸と
コース上に架かるブエノスアイレスの象徴
的な橋梁である Puento de la Mujer(Woman’s 

Bridge：アルゼンチンタンゴを踊る⼥性をモ
チーフにした)上ではアルゼンチン国旗を振り回しての熱狂的な応援が繰り広げられた。 

④ 周辺ではボートの他、カヌー、バスケットボール(3X3)、BMX-Freestyle、Sport Climbing が
開催されていた。我々年配者には普段馴染みのない競技であるが、この地でも特に若者に
は⼈気で、オリンピック種⽬としても採⽤されるものがあり、この中から東京で活躍する
選⼿が現れるのではと予感させられた。 

⑤ 競技会場はボート他が⾏なわれる URBAN PARK の他、メイン会場の YOUTH OLYMPIC PARK

（選⼿村はここにある）、GREEN PARK などがブエノスアイレスに配置されており、各地を
シャトルバスが運⾏していた。なお、アクレディテーションを⾏なった際に市内のバス・
地下鉄（全 6 路線）の無料利⽤券が配布されたので、YOUTH OLYMPIK PARK から URBAN PARK

へ戻る際に地下鉄での戻り⽅をボランティアに尋ねたところ安全上の理由から乗ること
は勧めないと⾔われ、バスで戻った。 
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写真-2 Womanʼs Bridge を背景に今回の審判団 

2. 現地到着 
① ⽶国・タンパからアトランタ経由でアルゼンチン・Ezeiza 空港に到着した。アトランタか

らは⽶国から審判参加する MEISNER Kirsten と同じ便に乗り合わせた。空港ではボランテ
ィアに案内されバスに乗⾞、他競技の TD などが乗り合わせていた。 

② ホテル到着後ユニフォームのピックアップに。シャトルバスで 1 時間半ほどかけてピック
アップ場所である GREEN PARK に到着、事前にサイズを送っていたのであるが、体育館の
更⾐室で再度サイズを確認するために試着をすることに。これを全種⽬の ITO/NTO が⾏う
ために 1 時間以上待たされようやくゲット、さらに 1 時間以上かけてバスで帰路に。往復
4 時間かけてのユニフォームゲットの旅であった。同⾏した他国から来た審判も何のため
に事前にサイズを送ったのか訳がわからないとか、特に体型の⼤きな英国からの審判は
XXX サイズが品切れでパンツは品切れの有様であった。 

3. JURY メンバー 
今回の JURY メンバーは以下の 12 名であった。なお FISA UMPIRING COMMISSION からは

GRUDT Kris(USA)、PALFNER Stefanie(GER)、SENDA Takao(JPN)の 3 ⽒が参加し、今⼤会の特徴であ
るスプリントレースにおけるスタート・フィニッシュ、そしてリレー種⽬等の指導にあたっ
た。 

President of the Jury  BOLCIC Fabio / FISA 1080 

Members  SCALA Adriana Maria /ARG 1754 

BROCHIER KIST Ana Lucia / BRA 1679 

PINSENT Matthew / GBR 1666 

GATTONI Danilo / ITA 1485 

TABATA Yoshihiko / JPN 1265 

MC IVER Vanessa Jacki / NZL 1625 

LERIN Jercyl / PHI 1493 

GLIDDON Brendan / RSA 1715 

GOLOB Borut / SLO 1207 

STOFER Christian / SUI 1730 

MEISNER Kirsten / USA 1575 

4. ⼤会スケジュール 
⼤会スケジュールは次表のとおりである。最終⽇の 10 ⽉ 11 ⽇は予備⽇として準備されて

いたが、レースは当初予定どおり実施された。各ラウンドについては以降で詳説する。レー
ス間隔は 6 分であるが、主審は STATIC ⽅式でありレース距離 500m を考えると特に問題はな
かった。 
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5. コース概要 
① 今⼤会でのコースレイアウト情報は図-1 程度しか得られていない。このレイアウト図を

基に今⼤会特有な“魅せる⼤会”について説明したい。図が鮮明でないため分かりづらい
のであるが、左側の⿊塗の部分はスタートポンツーン、上の⿊塗の部分固定された”SHIP”

（⽶国から寄贈されたものであり、現在は博物館となっている。将来的にも動かすこと
の出来ない障害物とか。）、右下の⿊塗の部分が“今⼤会唯⼀の桟橋”、中程にある四⾓
い 3 つの⿊塗が“橋脚”であり、これらは動かす事ができない固定物である。 
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② 全く個⼈的な意⾒ではある
が IOC 主催による YOG は各競
技のスポーツとしての魅⼒
についてオリンピックの前
哨戦としての位置けのもと、
各競技の魅⼒・観客動員⼒に
基づき将来的なオリンピッ
クの競技種⽬、参加選⼿数を
推し量っているのではない
のかとの思いがある。今⼤会で
同エリアの URBAN PARK におけるバスケッ
トボール(3X3)、BMX-Freestyle、Sport Climbing

等は若者に⼈気が⾼い競技であり、今後の
競技⼈⼝の増加も期待される。⼀⽅、ボー
ト競技は東京オリンピックで参加者数が減
らされる中、その魅⼒向上のためにもこの
ような都市型かつエキサイティングな競技
スタイルを志向したのが今回の YOG ではな
いのかと感じた。 

③ その理由として、まずスプリント勝負の 500m レースである。当初この⼤会に参加する
と FISA よりアナウンスされ、その⼤会概要を調べた際にコースはブエノスアイレス中⼼
部に位置し、レーン数は 4、コース⻑は約 500M とのことであった。ブエノスアイレス
はもちろん初めて訪れる都市であるが、こんなコースは経験した事がない。ただ FISA の
情報によればエキサイティングなレースとのことであった。実際に現地に訪れてみると
コースは都市の中⼼部に位置し、観客動員数も期待できる。両岸には多数のレストラン
も建ち並び、ブエノスアイレスの象徴とも⾔える Puento de la Mujer(Woman’s Bridge)下を
通るコースである。なお、現地 NTO メンバ
ーに確認したところ国内選⼿は⾞で 30 分の
ところに 2,000m のコースがありそこで練
習するのだが、⽔質とゴミの問題で環境は
劣悪とのことであった。 

④ 当然のことながら、スタートフィンガーは
４レーン⽤、その後⽅スタートポンツーン
にはスターターの配置場所は無い。どうい
うことかと怪訝に思ったが、今⼤会ではポ

図-1 コースレイアウト（Time Trial） 

H
ilton platform

鰺
議

伊
臨
轍
擬

療
凝 ・

√
Σ

畿
導
機

∝

♂∫野
ご

③
醸
‡

F
I
N
I
S
H

∫∫織

苺々
工

疇
ユ

・
・肇

.
…

癬

押ＬＯ一切一∽∽ご、

Ａ鸞歳驚
●０」く

睡
繭

響
 

繭
面

擬
 

・
製

蟻
響
・

蜆　′″Ｊ・

ｏｌｌ続』卜』

亀ｈｉ
藤賞彗本格壽慰　△督露場

儘Ｔ博コ”ヽ４　△ｉ樹
．
聾

Ｉｏ■軍露薔撃・

S
t
a
r
t
e
r

崚
=
=
チ

戦

０　０　　０

”・苺菫Ｖ

巌ＴＩ

¨Ｃ一だ０＞＞　ム尋
，，
‥‥

畿蛉

“

幕脱麟・

。隋

”鶴
僣壽Ψ

“

３督や

口０
Ｊ′″

曇

S
T
A
R
T

ムゅ理晏　　α⊃¨Ｃ一Ｅぉ３

覆ｌｖ　抒

艤‥日寝…

』咎

口……廊
豚

鶴

０　　　　５】

２一ＱＥ⊃‐⊃

０●０∽０ぼ‐∝

一０工一」ｏヽこ‐ヽ‘
卜くｒ′一∝〇」∽コく一∝卜Шヽ丘トｌυＺ一りく∝∽Шコ⊃∝０こ」くにト

彙“・露０

圃
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ンツーン上にはアシスタントスターターが
配置され、当初は呼び込みからロールコー
ル、アテンションまでをこちらからかけて
いた。スターターは右岸側線審⼩屋に線審
と並んで座るという変則的な配置、その後
スターターが呼び込みから全てを⾏うとい
う⽅式に変更された。 

⑤ 判定は⼀般的な FISA の⽅式で写真計時によ
る。タイムトライアルでの計時は不明であ
るが、おそらく決勝線を通過する各艇の通
過する画像から逆算したものと思われる。 

⑥ 桟橋は前述のように⼀つのみで、出艇・帰
艇が集中することもありコントロールコミ
ッションは多忙を極めた。 

6. レースラウンド 
 今⼤会は 4 レーン、500m のコースを使⽤して
の⼤会のため、特別なプログレッションシステ
ムを採⽤している。 

① Time Trials 

l 出場する全てのクルーがファーストラウ
ンドは Time Trials に参加するのだ。また、
その様式も全⻑ 500m のコースを判定側か
ら Flying Start し、スタート側のブイでター
ンして戻るという⽅式であった。 

l 各クルーは審判の合図により 30〜45 秒間
隔でスタートし往復約 900m のコースを 2

本漕ぐ。その合計タイムで次のラウンドの組み合わせが決まるのだ。なお、タイムは
判定に設置される写真計時システムにより計測された。 

写真-5 スターター（着席）と線審  

写真-6 判定  

写真-7 出艇・帰艇桟橋 

図-2 Time Trial の説明 

― Youth Olympic Games -
Time Trials with Buoy Turn
Instructions to Coaches and CrewsI
2018 YOUTH OLYMP:C GAMES‐ TIME TR:ALS
instructions to Coaches and CI● ews
Flying Start with Buoy Turn at Ha:f‐ 、May point

Background
The 2018 Youth Olympic Games Regatta will use a 4-lane 500 metre course and a special
progression system will be modified to suit this format - see Race Format document.
The first round of racing will be a Time Trial of approximately 900 metres with a buoy turn at the
half-way point, as follows:
Time trial round - crews will use a "flying start' from the Jinish line to start and back to the finish line
(approximately 9O0m total distance), turning around a buoy at the half-way mark. Crews will race one at
a time starting at approximately 30 - 45 second intervals with a "flying" start. The ttme-based rankings
from this round will determine the start lists for the R.ound 2 races (see Race Format document).

. All crews in an event shall compete in one Time Trial for that event (f.e. all 24 scullers in the
M1x will compete in a single time trial.)

VVhen inStruCted tO Start,CreWS Wili Start rOWing frOnl approxirnately 50 rnetres beyond the ttnish

line and row towards the statt forthe lrstleg,using a lying start,sO thatthe crew is at full speed

aS it paSSeS thrOugh the tirning pOint.Boats will race in Lane 3 tovvards the start,wili turn around

a buOy(in a CiOC撼ⅣiSe direCtiOn)at appЮximately 50 metЮ s llおre the sta威 ‖ne and wi‖ race
back to the finish in Lane l.See TRAFFIC RULES RACING― TIME TR:ALS FOR1lv:AT. Boats wili staFt

approxirnately 30-45 seconds apart.

Time Trial StarげFinおh Line

Timin
Lane_1  .LI ,_二‐■,■

「
_「_下F「

Lane 2 畿  餞 Neutral lane
Lane 3 if.n.,.. 」奎三■■1

‐■■・・ ‐

l-ane 4

S●■&Rnish)

Se3TRAF『 iC RULES RACiNG― TIME TR:ALS 101MA'
> BOatS ShOuld gO tO the Time THal Statt area b‖ OWing the eOIた ctlTねfnc Rules.
>  5 rninutes before the start tirne Of the・「irne T｀ rial,cre、ハ′s rnOve tO the vvaiting AFea paStthe
Finish Line underthe cOntFO1 0f Race Officials.Crews rnust waitin the Order oftheir bow

nunnberS,With BOat l ready tO Sta威 輌rSt,fo‖ owed by i3oat 2,8oat 3,etc.卜ligher nurnbeF bOatS
ShOuld Wait behind OtherS but nnuStliSten Carefu‖ y and 10‖ OW instructions of Race Oricials and
be prepared tO Startin theirturn,WithOut b10Cking CreWS Starting befOFe thern.

>  
‐

「 he Assistant Starter close tO Lane 4 w‖ linstruct CFeWS tO rnOVe aCross in line with Lane 3

(the ttattng iane)juSt befOre their Start time.CFeWS muStirrlmediately fO‖ OW the inStruCtiOnS Of
Officials and be ready to race when told tO stan rOwing.

Start prOCedure fOr Tirne TFia:Flying Starts

At the designated start tirne the Assistant Starter silallinstruct the ttrst crew,which shall be

Waiting approxirnately 50rn beyOnd the lniSh line in line with Lane 3 and ready to start,by

sayingi

“(COuntry)"“ “Statt Rowing!"
The crew should irnrnediately statt ro、″ing.

As the CFeW reaCheS the Starttirnlng rnark,the lStatter Shall giVe the Verbal COrnrnand tO the CreW

“(COuntry)"― “GOl"
The Starttime Ofthe CreW W‖ l be autOmatiCally reCOrded aS the bow ofthe boat passes through
the StaltttniSh‖ ne mark(thiS iS the timing statt and lnish for time trials).

The l°‖OWing bOatS in the eVent Willthen be Statted in the Sanne rnanner appFOXirnately 30-45

seconds apa威 .

■
一
●
・

■
一
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l 今⼤会のシングルスカルには⼤陸枠（オセアニア）として KIR や⼤学枠として LBN, NCA, 

UGA, VIN と⾔った、決してボート王国で無い国からの代表選⼿も参加した。後続の選
⼿に追い越されたり、定められたブイでターンせずショートカットしてしまうなどの
トラブルもあったが、⼤勢に影響なしとの判断から、そのまま次のラウンドへ進んだ。 

l JM１X、JW１X は上位 16 クルーは次のラウンドは Quarter-Finals(A-D)となるが、下位 8

クルーは次のラウンドが Semi-Finals E/F1,2、各上位 2 クルーが Final E、各下位 2 クル
ーが Final F ラウンドがとなる。 

l JM2-、JW2-の場合は、上位 8 クルーは次のラウンドが Semi-Finals A/B1,2、下位 4 クル
ーは Final C に進む。 

l 審判としてはレース間隔に従い、スターターとして”(Country)” – “Start Rowing”の Flying 

Start の合図、と”(Country) – Go!”のスタートの合図をかける。またブイを確実にター
ンするか、追い越されるクルーは追い越すクルーの邪魔をしないかを各所において確
認した。 

l なお、この⽅式ではすでにお気付きかと思うが、ブイをターンする時間も含まれた
900m のレースである。サイドロウでターンするクルーもあればダブルサイドワーク
でターンするクルーも⾒られ、ターンの稚拙さによっても組み合わせが決定された。 

② Quarter Finals 

l ⼤会 2 ⽇⽬の JM1X Quarter-Finals で HKG の選⼿が沈をした。再乗艇を試みる際に⼤き
く時間を費やし、ようやく救助艇と主審の⼿を借りて乗艇した。その時点で当然 HKG

は DNF と判断し主審は⽩旗を上げたのだが、乗艇した HKG がその後観客の拍⼿喝さ
いを浴びながら競漕スピードでゴールした。審判⻑席からは再度⽩旗を上げるように
無線が⼊った。⾃⼒乗艇では無いがこの HKG クルーは Semi-finals C/D の最下位として
出漕した。この件に関しては主審を務めた審判からも疑義を唱えたのだが、まずは安
全に配慮、そしてこのような⼤会であることから教育的な配慮により次のラウンドヘ
進ませたとのこと。この選⼿は Time Trials のラウンドで上位 16 クルーの権利を獲得
している。このため沈をしたがその後乗艇（⾃⼒乗艇では無い）をし決勝戦を通過し
たとして、次のラウンドには進む事ができた。FISA の Umpiring Commission の中でも
議論があり、 すでに C/D（今回は 4X4=16 位以上）の権利は取得しているので最下位
の 16 位としてはどうかとのこと。今後の FISA の判断を待ちたい。 

7. INTERNATIONAL MIXED TEAM RELAY 
最終⽇の全種⽬ Finals が終了後に INTERNATIONAL MIXED TEAM RELAY が開催された。全く初

めての経験であり、事前に選⼿・ITO/NTO 向けに以下の説明があった。 
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① 今回参加の全 72 クルーを Youth 

Commission が事前 3 ラウンドの結果に
より均等なチーム⼒になるよう 8 チー
ム 9 クルーに分ける。 

② 各チームは 2 チーム毎のマッチレース
で 2 ラウンド⾏い、その合計タイムで
順位を決定する。 

③ 各チームのボートは以下のとおり。 
3JM1X、3JW1X、1 or 2 JM2-、1 or 2 JW2-

（4 チームは 1JM2-と 2JW2-、4 チームは そ
の逆） 

④ レース⻑は 250m。 

⑤ スタートは停⽌して⾏い、以降はリレ
ー⽅式、False Start の場合 250m と 500m

の戦場に配置された審判が判断し、5

秒のペナルティを課す。 

⑥ チーム内でのスタート順は各チームで
キャプテンを決め、キャプテンを中⼼
にチーム内でのスタート順を決める。 

選⼿たちに配布された説明会での資料の最後には”Have fun, make friends and be fast”と⼤き
く記されていた。リレー順は各チームが各⾃決定した。このため男⼥、1X、2-⼊り混じって
のレースとなり、順位がめまぐるしく変わる。審判参加している我々にとっても、エキサイ
ティングなレースとなった。 

レース終了後には参加選⼿全員での記念撮影
を⾏なおうと Youth Commission からアナウンス
されたものの⾮常に集まりが悪く、中には選⼿
村へ帰ってしまった国もあったようだ。しかし、
最後まで残った選⼿たちは⼤会を通じ知り合
いになった各国選⼿たちと⼀緒に写真に収ま
った。数年後、この中から多くの選⼿達がシニ
アの世界で競い合うものと予感した。 

 

FIヨ||II 2018 Buenos Aires Youth Olympic Games Regatta - YOG Mixed Relay

Circulation & returning crews
. Separate circulation patterns will be issued for the Mixed Relay.
o At the end of the race, boats will return immediately to the incoming pontoon.
. After each round of racing, all the teams must stay in the boat park area until determination of

race order for the second round, and the winning team at the end of the Relay.
o All YOG rowers have to compete in this event. ln the case of illness or injury, a rower or crew

must notify the FISA by 9am on Wednesday 1Oth of October.
. Rowers are to wear the allocated team colour T-shirts to be provided by FISA.

COURSE LAYOUT AND RACE PROCESS

boat 9

boat 7

boat 5

boat 3

boat l

boat 9

boat 7

boat 5

boat 3

boat l

START

FINiSH

250 rn

500111

boat 2

boat 4

boat 6

boat 8

boat 2

boat 4

boat 6

boat 8

Lane
4

▲
‐―
―
―
―
―
―
‐―
―
―

▲
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Lane
3

|

|

Lane

―

―
―
―
▼

2

Lane
1

FISA Updated 9th October 2018 2

▲
―
―
―
―
―
―
―
―
―

図-3 コースレイアウトとレース進⾏⽅法 

写真-8 Team Relay 終了後の選⼿たち 
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写真-9 開会式を待つ群衆 

写真-10 BMX-Freestyle 写真-11 Sports Climbing 

8. おもてなしと周辺施設 
① ⼤会開催前には市内中⼼部での開会式が開催

された。ホテルから歩いて⾏ける距離であっ
たので参加してみたのだが、圧倒されたのは
その⼈数と⼈混みである。どうしてこんなに
集まるのだろうと思うような⼈数が集まり、
開会式の開催を待っていた。 

⼤統領が出席するとのこともあり、我々は予
定されている開始時間に余裕を持って待って
いたのだが、⼤統領の到着が 30 分ほど遅れ、
なかなか始まらない。ITO には観覧席も⽤意されておらず、その場に⽴って待つしかない。
中には座り込んで待つ群衆もいたが、ITO メンバーの何⼈かは開始を待たずにホテルへ戻
ったようであった。 

② ボートが開催された URBAN PARK では、カヌー、バスケットボール(3X3)、BMX-Freestyle、
Sport Climbing が開催されており、終⽇賑やかな⾳楽の中、ID カードを⾒せるだけでこれ
ら競技を観覧することができた。そこでは⾳楽が掛けられる中、嬉々として競技に打ち込
む若者たちが躍動し競い合っていた。⽇頃馴染みのない競技であるがボート会場と徒歩圏
内で⾏われていたため⽇本選⼿の活躍も⾒ることができた。 

③ URBAN PARK 会場内の路上にはいくつもの“だまし絵”が描かれていた。⾁眼で⾒ると普通
の絵なのだが、⾜跡が描かれた位置でスマホで撮影し、その写真を⾒ると３D となって⾒
えるという不思議なアートもあった。 

④ 施設という点で南⽶の地下鉄を紹介したい。市内には地下鉄が 6 路線敷設されており、5

路線は市内の中⼼部に乗り⼊れている。OC から配布された無料利⽤券を使い、乗換えを
複数回⾏ってみた。⾞両は 1 編成４両程度、⾞内には落書きなどは⾒当たらない。空気が
乾燥している時期という事もあるのだろうが、埃っぽいのが少々気になった。 
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写真-12 会場内の“だまし絵“ 

写真-13 ブエノスアイレスの地下鉄 

写真-15 会場内の少⼥ 

 

写真-14 ⾼速道路の専⽤レーン 

9. 帰路 
ホテルから空港へは渋滞が予想されるため、フライトの 5

時間前にはホテルを出るよう勧められ、バスを予約したの
だが定刻を過ぎてもバスは来ない。まあこんなものだろう
と思ったのだが、その間、今回の Event Manager の Ms. 

AGUIRREGOMEZCORTA Victoria (FISA 審判員)に電話するのだが、
残念ながら留守電に。結局ホテルで 1 時間待つこととなっ
てしまった。予約したはずのバスは何故来なかったのか、
いまだに不明である。 

1 時間遅れでやって来た次のバスに乗って空港へ向かう
時、正直⼼配になったのだが、⾼速に乗ると、そこには⼤
会関係者の⾞両だけが利⽤できる専⽤レーンが。隣の⾞線
は⼤渋滞なのだが、バスの⾞線はガラガラで、空港までは
ホテルから約 1 時間、余裕を持ってチェックインできた。 

10. 最後に 
南⽶・アルゼンチンのブエノスアイレスで開

催された 3rd Youth Olympic Games Buenos Aires 

2018 に審判員として参加させていただき、新し
いスタイルの Rowing を体験させていただきま
した。都市部での開催、レストランで⾷事を摂
りながら眺めるスプリントレース、そしてエキ
サイティングなリレー。このようなコンパクト
な開場（ボートコース）は国内でも開催できる
魅⼒的な場所が多数あるものと思います。 

今後微⼒ではありますが今回の経験を国内で同種スタイルの⼤会開催時に役⽴たせていた
だくことで、今回派遣いただいた関係者みなさまへのお礼ができるものと考えております。 


